
開催日：平成２８年１月１９日（火） 場所：よみうり神戸ホール

ＦＸ2導入へのきっかけと職
業会計人としての分岐点
開業後15年9ヶ月は自計化
冬眠期間でした・・・
→第二次ＫＦＳ作戦
→飯塚毅講演集「会計事
務所のあるべき未来像」
の視聴が転機

★いつでも数字を
★巡回監査システムで
★
★支払管理機能で

作成：神戸ＳＣＧサービスセンﾀｰ
行岡 絵里香

基調講演

ＴＫＣからのご案内

アンサー税理士法人
会長 松尾寛士先生

スタッフへの便り
事務所が関与先のために

パソコン一式を無償貸与
することにしました。
理由①ＦＸ導入による事務所
業務平準化を効果的に推進
理由②事務所のこの決断が
関与先にどう捉えられるか

関与先企業発展への貢献と
職業会計人としての自負心

「業務の平準化と
一気通貫」

「自計化導入率」×「翌月巡
回監査率」×「継続MAS導入
率」×「書面添付率」×「電子
申告率」×「ペーパレス化」

アンサー税理士法人
代表社員 小園元一先生

～事務所業務の特徴～

★給与は独立採算制→FX4クラウドにて担当者別
損益を把握し給与を算定している

★業務は担当者が最初から最後までの業務を行う
→得意不得手を作らない
★各種委員会設置→毎回１日会議を実施、意見交換必須

会計事務所の先行き着地点は、行動なしに
誰も保証してくれない！

～今後の課題～

★顧客拡大→金融機関・関連企業との連携
★スタッフの成長→所内研修・情報共有できる環境づくり
★レールの点検作業→外的環境変化に対応・メンテナンス
★新しい仕事への挑戦→７０００ＰＪ・遺言執行人契約

Q.2．自計化を進めにくいケースは？

A1．経理担当者の意識付けを考え、業務の役割分担を
行うようにします（現金出納帳から始める・・など）

A2．経理担当者が取りかかりやすいように、簡単に利用で
きる設定を行う。慣れてきたら、ヒアリングして企業
独自の設定（仕訳連携など）に変更する

Q.３．一般会計ソフトを利用している関与先への提案の工夫？

A1．ＦＸと継続MASはセット商品としてご案内する
A2．SXやPXと関連づけて、経理業務のサポートを重視してご提案する
A3．改正税法への対応など、安心して利用できることをアピールする

パネルディスカッション

大森達也先生

Q.4．社長への動機付けは？

A1．自計化する必要性について熱意を熱弁する(効率面を重視）
A2．社長がいらっしゃるときに、経理担当者を褒めることでモチ

ベーションを高める

★マイナンバー制度対応のご支援★
①インターネット接続環境の整備・関与先向けセキュリティー対策
②関与先拡大のための一般企業向けセミナーを全国で開催

★改正消費税法への対応★
軽減税率の導入にともない、仕入れ税額控除方式の変更となります
新たな仕入れ税額控除方式とは→「請求書」と「帳簿」の記載事項に追加があります
Ｈ２９．４～「区分記載請求書等保存方式」
Ｈ３３．４～「適格請求書等保存方式」

ＴＫＣシステム（ＦＸシリーズ・ＳＸシリーズ）は改正消費税法に完全対応
いたします!!

篠原光善様

岡 あゆみ様

松田正広様

事務所と企業で何を
ゴールに自計化をし
たいか話し合いま
しょう！！

自計化は企業のた
めになり、それが事
務所のためにもなる
と信じてます！

とにかく、自計化に
挑戦してみる！！

何事もやってみるこ
とが大事です！

Q.１．自計化初心者へ導入するときの工夫は？

A1．仕訳辞書・タイトルを銀行通帳と同様に作成する
A2．仕訳辞書のタブを活用して業務の流れを作る
A3．仕訳辞書の内容を初心者でもわかりやすく表示


